
町
議
会
議
員
の
「
最
適
数
」
と
は
？

特集
　

討
論
会
で
は
、
議
員
が
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

か
ら
熱
い
主
張
を
ぶ
つ
け
合
い
ま
し
た
。

主
張　

議
員
1
人
あ
た
り
の
負
担
を
減
ら
し
、
よ
り
多
く
の
町
民
に
議
会
に

関
わ
っ
て
ほ
し
い
（
参
加
を
増
や
し
た
い
）
と
考
え
て
い
ま
す
。

理
由　

人
口
減
少
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
多
様
な
人
々
の
声
を
取
り
入
れ
る
た

め
に
人
数
は
多
い
方
が
有
利
で
す
。
議
員
が
担
う
役
職
の
負
担
を
多

人
数
で
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
な
り
手
不
足
」
の
解
消

に
も
つ
な
が
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

🆀議員定数と議会にかかるお金（報酬・予算）の関係はどう考えている？ 
🅰新十津川町の一般会計予算に占める議会費の割合は約0.63%であり、同規模の町村と比べても決して
多くありません。「定数を増やし、総額を維持するために1人あたりの報酬を下げるべき」という意見や、
「定数を減らして報酬を上げ、なり手を確保する」という意見、さらには「予算の枠にとらわれず、仕
事内容に応じた定数と報酬を考えるべき」など、議員間でも様々な意見が交わされました。

🆀ＡＩ（人工知能）が発達すれば、将来的に議員は不要になる
のでは？
🅰確かに、情報収集や資料の整理など、ＡＩの力に頼る場面は
増えていくと考えられます。しかし、町民の皆さまの「生の声」
を聞き取ることは、人間にしかできません。人と人が対話し、
最終的な判断を下すという民主主義の根幹は、ＡＩが進化して
も議員が担うべき大切な役割であると考えています。

主
張　

議
会
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、現
在
の
11
人
が「
黄

金
比
」
で
あ
り
、
効
率
的
な
人
数
で
す
。

理
由　

人
数
が
少
な
く
て
も
、
議
員
自
ら
が
地
域
に
出
向
い
て
声
を
し
っ
か

り
聞
き
取
り
、
議
会
内
で
共
有
・
議
論
す
る
体
制
は
十
分
に
で
き
て

い
ま
す
。
現
状
の
人
数
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
（
計
画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
）
を
回
し
て
い
く
こ
と
が
ベ

ス
ト
で
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

主
張　

ま
ち
の
人
口
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
以
上
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
議

員
の
数
も
ス
リ
ム
化
す
べ
き
で
す
。

理
由　

財
源
が
厳
し
く
な
る
未
来
を
見
据
え
、
少
数
精
鋭
で
行
政
と
と
も
に

町
の
目
標
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
議
会
を
目
指
す
べ
き
で
す
。
人
数

が
減
っ
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ご
意
見
箱
な
ど
を
活
用
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
の
接
点
は
十
分
に
維
持
で
き
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
が
進
み
、
行
政
課
題
が
複
雑
・
高
度
化
す
る
中
で
、
町
政
を
監
視
し
住
民
の
声
を
反
映
す
る
「
町
議
会
議
員
」
の
数
は
何
人
で
あ
る
べ
き
か
―
―
。

　

新
十
津
川
町
議
会
で
は
、
次
期
議
員
定
数
を
検
討
す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら
「
議
員
定
数
検
討
会
」
を
設
置
し
、
計
４
回
に
わ
た
る
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
広
く
町
民

の
皆
さ
ま
の
意
見
を
伺
う
べ
く
「
議
会
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
「
公
開
討
論
会
」、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
行
い
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
特

集
で
は
、
決
定
に
至
る
ま
で
の
論
点
と
、
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。

議
員
定
数
の
変
遷
と
現
状

　

本
町
の
議
員
定
数
は
、
時
代
の
要
請
や

自
治
制
度
の
変
遷
と
と
も
に
見
直
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
明
治
35
年
の
村
会
設
置
時
に

は
18
人
で
し
た
が
、
明
治
40
年
に
は
「
一

級
町
村
」
へ
の
昇
格
に
伴
い
20
人
に
増

員
。
当
時
は
任
期
６
年
で
３
年
ご
と
に
半

数
を
改
選
す
る
仕
組
み
で
し
た
。
そ
の
後
、

人
口
が
１
万
人
を
超
え
て
い
た
昭
和
22
年

に
は
法
定
定
数
（
平
成
23
年
に
廃
止
）
に

基
づ
く
「
26
人
」
を
記
録
し
ま
し
た
が
、

財
政
再
建
や
人
口
減
少
の
波
を
受
け
、
段

階
的
に
削
減
。
平
成
23
年
か
ら
は
現
在
の

「
11
人
」
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

条
例
上
の
定
数
は
11
人
で
す
が
、
現
在

は
10
人
で
議
会
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

議
員
定
数
は
11
人
で
決
定

　

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
意

見
を
踏
ま
え
、
そ
の
後
令
和
8
年
3
月
26

日
に
行
わ
れ
た
「
第
5
回
議
員
定
数
検
討

会
」
に
て
慎
重
に
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

次
期
の
町
議
会
の
定
数
は
「
11
人
（
現
状

維
持
）」
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

議
論
の
過
程
で
出
た
「
多
様
な
声
を
聞

く
仕
組
み
づ
く
り
」
や
「
議
会
運
営
の
さ

ら
な
る
効
率
化
」
と
い
っ
た
課
題
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
議
会
全
体
で
向
き
合
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
の
新
十
津
川
町
議

会
の
活
動
に
、
引
き
続
き
ご
注
目
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３
つ
の
立
場
か
ら
徹
底
討
論
！
各
派
の
主
張

人口減少と歩みを共にした定数の軌跡
　明治35年の「村会（18人）」から始まった歩みは、常に定数見
直しの歴史でもありました。特に平成以降は、人口減少の波に合わ
せるように階段状に削減が繰り返されてきました。前回の改定（平
成23年）から14年が経過し、人口がさらに約1,000人減少した今、
再び歴史的な分岐点に立っています。

増
員
派
（
定
数
を
増
や
す
）

維
持
派
（
現
状
の
11
人
を
維
持
）

減
員
派
（
定
数
を
減
ら
す
）

趣
旨「
負
担
減・参
加
増
」

趣
旨
「
過
不
足
な
し
」

趣
旨
「
人
口
減
少
」
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定数
昭和22年（ピーク）：
定数26人（人口１万人超えに伴う法定定数）。

平成23年（人口7,189人）：
11人へ削減（現在に至る）。

平成15年（人口8,000人割れ）：
14人へ削減（常任委員会を現行の２つに再編）。

昭和30年：定数20人へ削減。
シャウプ勧告や台風災害等による財政難が背景。

平成３年（人口8,850人）：18人へ削減。

平成11年（人口8,223人）：16人へ削減。

3 2026 しんとつかわ 議会だより５月 22026 しんとつかわ 議会だより５月


